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教科外カリキュラムでつながる「特別支援」 
「特別支援」のカリキュラム検討委員会では、昨年度各校で知恵を

出し合って作成した、袋井あやぐも学園版の「個別の支援計画」と「個

別の指導計画」の運用について検討しました。 

「個別の支援計画」は、子どもの実態に応じて適切な指導を行うた

めに学校で作成しなければいけないものです。「個別の指導計画」

は、教育課程を具体化し、その子の指導目標や内容、方法を明確に

してきめ細やかな指導するために作成しなければいけないもので

す。すでに、学園内では、袋井あやぐも学園版「個別の支援計画」「個

別の指導計画」を活用して面談が行われています。 

 

 

 

 

 
 
 

これまで、袋井中学校区では「個別の支援計画」と「個別の指導計

画」の書式や内容、項目などが統一されておらず、加筆修正に多くの

手間が掛けられていました。それが、本年度から統一されたことで、情

報を引き継ぎやすくなりました。これから、「個別の支援計画」「個別の

指導計画」という形式に留まらず、特別支援教育のねらいや意識が学

園内で繋がっていくこで、校種間の変化とギャップを小さくできるはず

です。それは、変化への対応が特に苦手な、支援教育を必要として

いる園児・児童・生徒にとって、大きなプラスになると思います。 



 


